
本に生息するドジョウは３つの遺伝的グループから構成され、それぞれ特徴

的な分布を示すことを、ミトコンドリア DNA の塩基配列により解明しました。こ

のような情報は遺伝子資源を保全するための新たな指標として 今後の水域日

遺伝的クレード（分岐群）からみた日本のドジョウの集団分布図

のような情報は遺伝子資源を保全するための新たな指標として、今後の水域

環境の整備に活かすことが期待されます。 

日
ドジョウの系統樹

ヨーロッパ系

遺伝的グループの地理的分布図

 スジシマドジョウ
 ホトケドジョウ

 カラドジョウ栃木県
 カラドジョウ安徽省

 ヨーロッパドジョウ
H002 (1)

99

66

カ
ラ
ド
ジ
ョ
ウ

地点数：8
ハプロタイプ数：11
個体数：15

関東北部から北に点在する。

 H002 (1)
 H001 (1)
 H016 (1)
 H003 (1)

 H015 (1)
 H017 (3)

 H048 (1)
 H049 (1)

 H054 (2)
 H053 (1)
 H052 (2)

 H100 (1)
 H126 (3)
 H119 (1)
 H087 (1)

中国ドジョウ湖北省

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

67

99

98

99

99

ウ
*

中国系

東北南部から西に分布する。

 中国ドジョウ湖北省
 中国ドジョウ四川省

 H139 (1)
 H099 (2)

 H019 (10)
 H060 (1)
 H056 (1)

 H058 (3)
 H055 (1)
 H050 (6)
 H051 (8)
 H046 (10)
 H088 (2)
 H057 (5)
 H047 (5)

中
国
系

99

99

97

ド
ジ

地点数：27
ハプロタイプ数：19
個体数：63

在来系

 H020 (1)
 中国ドジョウ江西省
 H086 (1)

 中国ドジョウ山東省
 韓国ドジョウ忠清北道

 

 

 

 

H121 (1) 等、
計16ハプロタイプ (25)

H147 (1) 等、計6ハプロタイプ (8)

H070 (2) 等、
計13ハプロタイプ (27)

H033 (1) 等、
計18ハプロタイプ (49)

97

99

ョ
ウ
**

・40道府県123市町村に生息
在来系

地点数：114
ハプロタイプ数：117
個体数：366

全国的に分布する。

 

 

 

 H090 (1)
 H096 (1)
 H098 (5)
 H101 (1)
H122 (2)

在
来
系

H006 (26) 等、
計24ハプロタイプ (78)

H032 (1) 等、
計22ハプロタイプ (130)

H021 (11) 等、
計13ハプロタイプ (35)

する444個体を分析した。

・シトクロームb遺伝子につ
いて1,131塩基配列を決定
し、147個のハプロタイプを
特定した。

・ハプロタイプの塩基配列を
用いて、最節約法による系
統樹を構築した。

農村工学研究所・資源循環工学研究領域

 H122 (2)
40塩基

数字：主要分岐での60％以上のブートスト
ラップ分岐確率

H001 (1)：ハプロタイプ番号（個体数）

在来系については一部を簡略化している。

*Paramisgurnus dabryanus

**Misgurnus anguillicaudatus ・当分析法は魚体から区別しにくいカラドジョウとの判別にも利用できます。
・他地域個体を移殖・放流しないことが各地点の遺伝子保全に繋がります。


